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要約
　病棟看護師の退院支援スキル向上を目指す教育に関する研究の動向を明らかにし、病棟看護師の退院支援の教育の課
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対象とした 25 文献の研究方法では、量的研究 18 文
献、質的研究のみが 7件であった。量的研究のうち、
質的な分析も行っている文献が 3文献あった。25 文
献の発行年次では、2015 年 5 件、2016 年 10 件、2017

































































































































































己評価でも、全項目の平均が 3.6 点から 4.8
点へと向上し、不得意項目の平均点も大幅
に向上した。





































































病棟看護師の退院支援スキル向上を目指す教育に関する文献検討―5年間（2015 ～ 2020 年）の文献を分析して―
－ 38 －
表 2　退院支援の研修による病棟看護師の認識や実践の変化



































































































































































































































筆頭著者 発行年 研究目的 研究対象 研究方法 結果





















































































































































したところ、第 1因子 0.942、第 2因子 0.897、
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